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 那覇空港第２滑走路供用開始

レジ袋削減にご協力ください！
～2020年7月1日よりレジ袋有料化がスタートします～
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群星（むりぶし）とは、沖縄の方言で「昴星（すばるぼし）」のことで「ぶりぶし」、「むるぶし」とも呼ばれます。

　転
勤
し
て
間
も
な
く
、
東
京
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友
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縄
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。
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彩
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。
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1 お 知 ら せ 人事異動

お 知 ら せ 御利用ください！独占禁止法相談ネットワーク

2 特 　 集 那覇空港第2滑走路供用開始

4 特 　 集 レジ袋削減にご協力ください!
～2020年7月1日よりレジ袋有料化がスタートします～

6 省エネ最前線 ～省エネで経営力アップ～VOl.5運輸業編 

8 防 災 の 話 ～防災のとりくみ～

10  仕 事 の 窓 1 令和元年度「沖縄力発見創造事業」
～企業の沖縄進出・事業連携の促進を目指して（バイオ関連分野）～

10 仕 事 の 窓 2 地域活性化に資する国有地の活用

11 仕 事 の 窓 3 財政と税の講話（in琉球大学）
～沖縄総合事務局（財務部）と沖縄国税事務所とのコラボ企画～ 

12 仕 事 の 窓 4 小学生が日本の予算を考える！～天久小学校を訪問して～

13 仕 事 の 窓 5 女性農業者のネットワークの広がりに向けて～交流会を開催しました～

14 仕 事 の 窓 6 デザイン経営のすゝめ～デザインで変革するこれからの経営～

15 仕 事 の 窓 7 農福連携推進ブロックセミナー〈沖縄〉を開催しました

16 仕 事 の 窓 8 タカタ製エアバッグのリコール未改修車は車検で通りません
～未改修車両の対象を令和２年５月１日より順次拡大します！～

17 仕 事 の 窓 9 自動車特定整備制度について 

18 仕事の窓10 ゆいレールで全国10種類の交通系ＩＣカードが使えるようになりました！
～石嶺駅からてだこ浦西駅では無料Ｗｉ-Fｉサービスも開始～

19 内閣府だより 「基地跡地の未来に関する懇談会」　第一次取りまとめ
沖縄の知られざる魅力を発信するインターネットサイト「OKINAWA41」コンテスト受賞作品決定！

20 お 知 ら せ 新型コロナウイルス感染症で影響を受ける事業者の皆様へ
～雇用維持と事業継続の為の資金繰り支援等のご案内～
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御相談は、お近くの商工会議所及び商工会 または、
沖縄総合事務局 総務部 公正取引室（電話 098-866-0049）までお願いします。

商工会議所及び商工会 では
✓ 独占禁止法　✓ 下請法　の相談を受け付けています。

内容・御希望により公正取引委員会の窓口を紹介します。

✓ 取引に関係のない商品を購入させられた
✓ 発注を受けるときはいつも口頭
✓ 取引先メーカーから値引販売を禁止された
✓ 同業者と業務提携をしたい
✓ 事業者団体の会合でどんな情報交換をしたら

問題になるか
…など

こんなときは…

秘密厳守！

御利用ください！
独占禁止法相談ネットワーク

人 事 異 動 次長（総務等担当）

前 津  盛 和  まえつ もりかず

出 身 地： 沖縄県
略 歴： 昭和57年　沖縄開発庁沖縄総合事務局入局 
　　　　　沖縄総合事務局総務部総務調整官を経て現職
趣 　 味： 読書
抱 　 負： 沖縄で生まれ、育ち、学び、生活している地元プロパーとして、

沖縄の発展に少しでも貢献できるよう皆様と一緒に努めて
まいりたいと思います。
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開発建設部空港整備課

１　はじめに
　那覇空港は、日本最南端の拠点空港であり、沖縄の玄関口のみならず地理的優位性を活かした我が

国とアジアの玄関口として、また、沖縄県内離島と沖縄本島を結ぶハブ空港として、重要な役割を果た

しており、沖縄のリーディング産業である観光・リゾート産業をはじめとして、さまざまな経済活動や県

民生活を支える重要な社会基盤となっています。

　一方、航空需要の増加により、那覇空港では、ピーク時の発着回数が処理容量に達し、航空機の慢

性的な遅延が発生し、また、滑走路１本で運用されていたことから、滑走路上での航空機トラブルなど

による滑走路閉鎖時の代替性がないことや滑走路の維持補修時間が十分に確保できないことなどの問

題を抱えていました。

２　那覇空港滑走路増設事業
　那覇空港滑走路増設事業は、沖縄総合事務局が滑走路及び誘導路などを、大阪航空局が管制塔など

をそれぞれ整備する、総事業費 2,074 億円の事業です。平成 25 年度に事業化され、当初、７年を見

込んでいた工期については、地元沖縄県の強い要望を受けたため、実質５年 10か月に短縮して進めて

きました。

　平成 26 年１月の工事着手後、工期内の完了に向けて鋭意工事を実施してきた結果、平成 30 年３月

には全体延長約 8.5km の護岸が概成、令和元年８月には全体土量約 1,000 万㎥の埋立が完了し、令

和元年 12 月に、南北の進入灯橋梁、滑走路の舗装工事が完了しました。

　令和２年１月には大阪航空局にて実施されていた飛行検査についても終了し、地元からも強く望まれ

ている第２滑走路が令和２年３月 26 日に供用開始しました。

【事業概要】
 ○総 事 業 費：約 2,074 億円 
 ○事 業 内 容：用地造成（埋立工）、滑走路、誘導路新設、
	 管制塔、無線施設、照明施設整備等
 ○新規事業化：2013 年（平成 25 年）4 月
 ○工 事 着 手：2014 年（平成 26 年）１月
 ○供 用 開 始：2020 年（令和２年）３月 26 日
 ○滑走路処理容量※：13.5 万回 / 年（第 1 滑走路のみ）
		  → 24 万回 / 年（第２滑走路供用後）
※年間を通じて安定的に運用できる発着回数

2



３　那覇空港第２滑走路供用開始
　令和２年３月 26 日に那覇空港第２滑走路の供用が開始され、午前８時６分に初便としてスカイマー

ク 549 便（６：05 名古屋 / 中部）が着陸しました。

４　那覇空港第二滑走路供用セレモニー
　令和２年３月 29 日に国土交通省大阪航空局、内閣府沖縄総合事務局の主催による「那覇空港第二滑

走路供用セレモニー」を開催しました。

　セレモニーには、菅義偉内閣官房長官、赤羽一嘉国土交通大臣、衛藤晟一内閣府特命担当大臣沖縄

及び北方担当、玉城デニー沖縄県知事をはじめ約 100 名が参加され第２滑走路の完成を祝いました。

５　おわりに
　第２滑走路の供用は、現在好調なインバウンド需要の拡大や LCC 路線の拡充などをさらに推し進め

ていく非常に重要な役割を担うものであり、東アジアのゲートウェイとして、また、「強く自立した沖縄」

の実現に向けた起爆剤の役割を果たすことで、沖縄県を日本経済のフロントランナーに導くとともに、日

本経済の発展にも大きく寄与するものと期待しています。

供用開始初便を放水アーチで歓迎

来賓によるテープカットの様子
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１．レジ袋有料化の背景
　プラスチックが短期間で経済社会に浸透し、我々の生活に利便性と恩恵をもたらしてきた一方で、資源・廃棄
物制約や海洋ごみ問題、地球温暖化といった、地球規模の課題が深刻さを増してきました。

　プラスチックの過剰な使用の抑制を進めていくための取組の一環として、小売事業者などが、商品の販売に
際して、消費者の商品の持ち運びに用いるためのプラスチック製買物袋（いわゆるレジ袋）を令和２年７月１日
から全国で一律に有料化を開始します。
　そのため経済産業省は令和元年 12 月 27 日、「小売業に属する事業を行う者の容器包装の使用の合理化に
よる容器包装廃棄物の排出の抑制の促進に関する判断の基準となるべき事項を定める省令」を改正しました。

【改正前】 【改正後】
＜容器包装全般について＞
①有料化
②ポイント還元
③マイバッグの提供
④声がけの推進
⑤その他取組

＜プラスチック製買物袋について＞
有料化が必須

＜容器包装全般について＞
①有料化
②ポイント還元
③マイバッグの提供
④声がけの推進
⑤その他取組

改正省令のポイント
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２．対象となる事業者
　対象となる事業者は、小売業に属する事業を行う者
で、プラスチック製買物袋を扱う小売業を営むすべての
事業者になりますが、主な業種が小売業でない事業者

（（製造業やサービス業など）も、事業の一部として小売
業を行っている場合は対象になります。例えば、製造業
者や卸売業者が製品をショッピングモールや百貨店で
販売する場合や美容サロンで美容グッズを販売する場合
が対象となります。
　事業であるかという点においては、反復継続性などを
もとに総合的に判断していただくことになります。例え
ば、学園祭における模擬店は対象外になります。

３．対象となる袋
　有料化の対象は、素材がプラスチック、袋に持ち手が
ある、袋の中に商品を入れる、レジ袋を消費者が辞退で
きるものが対象になります。
　素材が紙や布、持ち手がない袋、景品、試供品を入れ
る袋、袋が商品の一部となっているものなどは対象外と
なります。

　なお、法令に基づき環境性能が認められ、その旨の表
示がある以下３種の袋は必要な表示を行い対象外となり
ます。
①プラスチックのフィルムの厚さが 50マイクロメートル以上
②海洋生分解性プラスチックの配合率 100%
③バイオマス素材の配合率 25% 以上

４．価格設定と売上げの使途
　レジ袋の価格設定と売上げの使途は、事業者が自ら設
定されることとなります。留意点として、商品の価格とプ
ラスチック製買物袋の価格を一体として表示する場合、
プラスチック製買物袋の価格が明らかとなるように提示
すること、1 枚当たり1 円未満の価格設定は有料化には
当たらないこと、複数枚のプラスチック製買物袋を提供
する際、1 枚ごとに代金を徴収することが必要となります。

５．説明会
　沖縄における事業者向けの説明会を４月に開催する予
定でしたが、新型コロナウイルスの感染防止対策を踏ま
え、延期しています。今後、開催日時が決まりましたら下
記経済産業省のホームページに掲載いたします。
　プラスチック製買物袋について、詳細情報はホーム
ページから確認できます。ぜひご覧ください。

（プラスチック製買物袋有料化実施ガイドライン、チラシ・
ポスターなどの広報ツール、説明会の開催情報）

６．お問い合わせ先
　プラスチック製買物袋お問い合わせ窓口

（月～金曜日【祝日除く】9:00 ～18:15）

経済産業部環境資源課
リサイクル専門官　　（直通）098-866-1757

1.素材1.素材
＜判断ポイント＞＜判断ポイント＞

2.持ち手2.持ち手

３.商品を入れるか３.商品を入れるか 4.辞退できるか4.辞退できるか

対象とならない買物袋についても
環境価値に応じた価値付けなどを推進
対象とならない買物袋についても

環境価値に応じた価値付けなどを推進

使用される買物袋については、上記のものや紙などの
再生可能性資源を用いたものなどへの転換を推進
使用される買物袋については、上記のものや紙などの
再生可能性資源を用いたものなどへの転換を推進

● 厚さが50㎛以上の買物袋● 厚さが50㎛以上の買物袋

● 海洋生分解性プラスチックの
　 配合率100%の買物袋
● 海洋生分解性プラスチックの
　 配合率100%の買物袋

● バイオマスプラスチックの
　 配合率25%以上の買物袋
● バイオマスプラスチックの
　 配合率25%以上の買物袋

ハンバーガーセット　¥７３５
（レジ袋代¥5円を含む）
ハンバーガーセット　¥７３５
（レジ袋代¥5円を含む）

※レジ袋の代金を商品価格に含めた場合で
 　有っても、レジ袋代金の消費税率は10%
　となることに注意。

※レジ袋の代金を商品価格に含めた場合で
 　有っても、レジ袋代金の消費税率は10%
　となることに注意。

1枚目 3円1枚目 3円

3枚で5円3枚で5円

2枚目以降 無料2枚目以降 無料

（例）（例） （ダメな例）（ダメな例）

レジ袋有料化　7月１日スタート

0570-080180消費者の
皆様向け

0570-000930事業者の
皆様向け
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要
が

あ
り
ま
す
。
都
市
部
で
の
走
行
と
燃
料
消
費

割
合
を
比
較
す
る
と
、
発
進
が
38
％
、
巡
航

が
35
％
、減
速
が
８
％
、停
止
が
19
％
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
ふ
ん
わ
り
ア
ク
セ
ル
で

ス
タ
ー
ト
し
、
一
定
の
速
度
を
保
ち
、
早
め

に
ア
ク
セ
ル
を
放
し
、
慣
性
走
行
を
行
う
こ

と
で
、エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に
つ
な
が
り
ま
す
。ま

た
、
駐
停
車
で
は
確
実
に
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス

ト
ッ
プ
を
実
施
す
る
こ
と
で
燃
料
消
費
量
を

削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
タ
ク
シ
ー
業
界
の
事
例

　
タ
ク
シ
ー
業
界
で
は
、
省
エ
ネ
運
転
の
講

習
会
や
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
の
導
入
が
進

ん
で
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
ス
マ
ホ
を
利
用

し
た
ア
プ
リ
を
通
し
て
お
客
様
か
ら
一
番
近

い
空
車
を
効
率
よ
く
配
車
す
る
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

③
宅
配
業
界
の
事
例
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
一
方
、
宅
配
業
界
で
は
、
ネ
ッ
ト
通
販
の

利
用
者
数
増
加
な
ど
に
よ
り
、
再
配
達
な
ど

を
含
め
た
宅
配
便
の
取
扱
量
が
増
加
し
、
業

界
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
エ
リ
ア
ご

と
の
効
率
的
な
集
配
を
行
う
こ
と
で
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
削
減
の
み
な
ら
ず
、
車
両
台
数
の

抑
制
も
同
時
に
達
成
し
て
い
ま
す
。ま
た
、宅

配
物
の
コ
ン
ビ
ニ
受
取
り
な
ど
、
お
客
様
の

ニ
ー
ズ
に
あ
わ
せ
た
集
配
方
法
の
多
様
化
に

よ
る
、
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が
う
か
が
え
ま
す
。

④
県
内
運
輸
業
の
皆
様
へ

　
県
内
で
は
運
輸
部
門
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が

最
も
多
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
運
輸
業
を
営

む
事
業
者
の
皆
様
が
省
エ
ネ
に
取
組
む
こ
と

で
、
自
社
の
コ
ス
ト
削
減
及
び
省
エ
ネ
社
会

の
実
現
に
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
今
回
の
「
運
輸
業
編
」
で
は
、
運
送
業
を

行
っ
て
い
る「
沖
縄
ヤ
マ
ト
運
輸
株
式
会
社
」

の
省
エ
ネ
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

■■  

取
組
の
き
っ
か
け
・
背
景

取
組
の
き
っ
か
け
・
背
景

　
沖
縄
ヤ
マ
ト
運
輸
株
式
会
社
で
は
、
宅
急

便
な
ど
の
輸
送
事
業
を
通
じ
て
お
客
様
の
生

活
を
支
え
る
一
方
、
主
に
燃
料
と
し
て
大
量

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し
、
地
球
環
境
に
大

き
な
負
荷
を
か
け
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

「
環
境
保
護
宣
言
」
と
し
て
「
輸
送
の
エ
コ
」

を
掲
げ
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
運
転
に
努
め
、

地
域
社
会
か
ら
信
頼
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■■  

主
な
取
組

主
な
取
組

①
「
Ｎ
ｅ
ｃ
ｏ-

Ａ
ｓ
ｓ
ｉ
（
安
全
・
エ
コ

ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
）
の
導
入

　
２
０
２
０
年
３
月
か
ら
車
載
シ
ス
テ
ム

「
Ｎ
ｅ
ｃ
ｏ-

Ａ
ｓ
ｓ
ｉ
」
を
順
次
導
入
し
、５

月
末
に
は
ほ
ぼ
す
べ
て
の
車
両
（
約
４
２
０

台
）
に
設
置
が
完
了
予
定
で
す
。
本
シ
ス
テ

ム
の
第
一
ポ
イ
ン
ト
は
、
運
転
の
「
見
え
る

化
」
で
す
。
こ
れ
ま
で
ド
ラ
イ
バ
ー
の
経
験

と
勘
に
頼
り
実
施
し
て
い
た
セ
ー
ル
ス
ド
ラ

イ
バ
ー
の
運
転
を
デ
ー
タ
で
見
え
る
よ
う
に

す
る
こ
と
で
、一
人
ひ
と
り
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に

対
し
て
効
果
的
な
運
転
支
援
が
可
能
と
な
り
、

配
送
ル
ー
ト
の
効
率
化
に
よ
り
省
エ
ネ
を
実

現
し
て
い
ま
す
。

②
Ｐ
Ｕ
Ｄ
Ｏ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
オ
ー
プ
ン

型
宅
配
便
ロ
ッ
カ
ー
）
の
設
置

　
Ｐ
Ｕ
Ｄ
Ｏ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
県
内
で
は

ス
ー
パ
ー
や
大
学
の
38
か
所
に
設
置
さ
れ
、

24
時
間
都
合
の
良
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
宅
急
便

の
受
取
り
と
「
ヤ
フ
ネ
コ
！
パ
ッ
ク
、「
ら
く

ら
く
メ
ル
カ
リ
便
」
で
発
送
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
Ｐ
Ｕ
Ｄ
Ｏ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置

を
今
後
も
拡
大
し
、
お
客
様
に
ス
ト
レ
ス
を

与
え
な
い
集
荷
・
配
達
と
宅
配
便
の
課
題
で

あ
る
再
配
達
を

減
ら
し
、
省
エ

ネ
と
Ｃ
Ｏ
２
削

減
を
同
時
に

行
っ
て
い
ま
す
。

③
ク
ロ
ネ
コ
メ
ン
バ
ー
ズ
向
け
サ
ー
ビ
ス

　
個
人
会
員
サ
ー
ビ
ス
（
無
料
）
の
ク
ロ
ネ

コ
メ
ン
バ
ー
ズ
に
ご
登
録
い
た
だ
い
た
方
を

対
象
に
、「
お
届
け
予
定
ｅ
メ
ー
ル
」
や
「
ご

不
在
連
絡
ｅ
メ
ー
ル
」、さ
ら
に
は
「
ヤ
マ
ト

運
輸
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
」
で
お
荷

物
の
お
届
け
予
定
や
ご
不
在
時
の
お
届
け
を

ご
連
絡
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
そ

の
場
で
受
取
り
日
時
や
受
取
り
場
所
も
指
定

す
る
こ
と
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
あ
り
、

お
客
様
の
ご
都
合
に
合
わ
せ
た
集
荷
・
配
達

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■■  
改
善
結
果
と
今
後
の
取
組

改
善
結
果
と
今
後
の
取
組

　
県
内
の
セ
ー
ル
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
は
一
日
に

１
０
０
個
以
上
の
荷
物
を
配
達
し
て
い
ま
す

が
、今
年
導
入
す
る「
Ｎ
ｅ
ｃ
ｏ-

Ａ
ｓ
ｓ
ｉ
」

で
運
転
デ
ー
タ
を
見
え
る
化
し
、
省
エ
ネ
と

業
務
効
率
化
を
行
い
、「
地
域
社
会
へ
の
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
努
め
て
い
き
た
い
」
と
担
当

者
は
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

■■  

主
な
取
組

主
な
取
組

①
「
Ｎ
ｅ
ｋ
ｏ-

Ａ
ｓ
ｓ
ｉ
（
安
全
・
エ
コ

ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
）
の
導
入

　
２
０
２
０
年
３
月
か
ら
車
載
シ
ス
テ
ム

「
Ｎ
ｅ
ｋ
ｏ-

Ａ
ｓ
ｓ
ｉ
」
を
順
次
導
入
し
、５

月
末
に
は
ほ
ぼ
す
べ
て
の
車
両(

約
４
２
０

台)

に
設
置
が
完
了
し
ま
す
。「
Ｎ
ｅ
ｋ
ｏ-

Ａ

ｓ
ｓ
ｉ
」
の
第
一
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
運
転
の

「
見
え
る
化
」
で
す
。
こ
れ
ま
で
ド
ラ
イ
バ
ー

の
経
験
と
勘
に
頼
り
、
ア
ナ
ロ
グ
で
確
認
し

て
い
た
セ
ー
ル
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
の
運
転
を

デ
ー
タ
で
見
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、一
人

ひ
と
り
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て
効
果
的
な

運
転
支
援
が
可
能
と
な
り
、
配
送
ル
ー
ト
の

効
率
化
に
よ
り
省
エ
ネ
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

②
Ｐ
Ｕ
Ｄ
Ｏ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
オ
ー
プ
ン

型
宅
配
便
ロ
ッ
カ
ー
）
の
設
置

　
Ｐ
Ｕ
Ｄ
Ｏ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
県
内
で
は

ス
ー
パ
ー
や
大
学
の
38
か
所
に
設
置
さ
れ
、

24
時
間
都
合
の
良
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
宅
急
便

の
「
受
取
り
」「
送
る
」
を
便
利
に
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
沖
縄
ヤ
マ
ト
運
輸
で
は
、

Ｐ
Ｕ
Ｄ
Ｏ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
を
今
後
も

拡
大
し
、
荷
物
を
受
け
取
れ
る
環
境
を
整
備

す
る
こ
と
で
、
運
輸
業
の
課
題
で
あ
る
再
配

達
を
減
ら
し
、

省
エ
ネ
と
Ｃ

Ｏ
２
削
減
を

同
時
に
行
っ

て
い
ま
す
。

■■  

改
善
結
果
と
今
後
の
取
組

改
善
結
果
と
今
後
の
取
組

　
県
内
の
セ
ー
ル
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
は
一
日
に

約
１
０
０
個
配
達
し
て
お
り
、
今
年
導
入
し

た
「
Ｎ
ｅ
ｋ
ｏ-

Ａ
ｓ
ｓ
ｉ
」
で
運
転
デ
ー
タ

を
見
え
る
化
し
、
省
エ
ネ
と
業
務
効
率
化
を

行
い
、「
地
域
社
会
か
ら
信
頼
さ
れ
る
サ
ー
ビ

ス
の
継
続
に
努
め
て
い
き
た
い
」
と
担
当
者

は
述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

↑受取りの様子 

↑ＰＵＤＯステーション 

↓荷物の仕分けライン 

大型トラックで各支店
へ向けた横持の様子→

オフィス・
事 務 所

小 売 業 運 輸 業飲 食 業

製 造 業

～省エネで経営力アップ～
Vol.5 運輸業編

環境にやさしい安全運転！ 

         

配送業務の効率化で燃料費削減、CO₂削減 
ホ テ ル・
旅 館 業・
宿 泊 業

130cc 

例えば、2000cc車・ニュートラル・エアコンオフ 
の場合で10分間に130ccの燃料を消費します。Ｄレ
ンジ、エアコンオンでは、約２倍の250ccもの燃料
を消費します。

アイドリングの燃料消費量

ＮレンジでエアコンOFF

エンジン  時間  

2000cc 10分 ＤレンジでエアコンON
10分/1日        １年

10分/1日        １年 
47㍑ 

250cc 91㍑ 

  

エネルギー管理企画推進者の具志氏（右）
とベース長比嘉氏（中央）と記念撮影 

エコドライブと配送業務の効率化で「輸送のエコ」を実現

〒901-0306 
糸満市西崎町4-21-3 
TEL. 098-840-3580
＜主な省エネ対策＞
①安全・エコナビゲー

ションシステム
　「Neco-Assi」の導入
②オープン型
　宅配ロッカーの設置
③クロネコメンバーズ向

けサービス 

一
般
財
団
法
人
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
お
ト
ク
な
支
援
情
報

～次回予告～
省エネ最前線  Vol.6  飲食業編

○
無
料
の
省
エ
ネ
診
断

○
省
エ
ネ
の
お
悩
み
、

何
で
も
相
談

（
相
談
窓
口
）

○
省
エ
ネ
設
備
・

　機器
導
入
費
用

　補助
支
援

67
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県
内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
動
向

　
　
　
　
　 

　（運
輸
部
門
）

　
２
０
２
０
年
以
降
の
気
候
変
動
問
題
に
関

す
る
国
際
的
な
枠
組
み
で
あ
る
パ
リ
協
定
を

踏
ま
え
た
日
本
の
中
期
目
標
は
、
２
０
３
０

年
度
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
、
２
０
１

３
年
度
の
水
準
か
ら
26
％
削
減
す
る
と
定
め

て
い
ま
す
。
こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、

運
輸
部
門
と
し
て
は
マ
イ
ナ
ス
１
、６
０
７

キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
程
度
の
徹
底
し
た
省
エ
ネ
対

策
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

県
内
の
同
部
門
に
お
け
る
２
０
１
７(

平
成

29)

年
度
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
は
、対
前
年
度
比
で

３
７
６
・
１
万
ト
ン
（
マ
イ
ナ
ス
０
・
３
％
）

と
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
、
県
内
総
排
出
量

に
占
め
る
構
成
比
は
32
・
５
％
と
部
門
別
で

は
最
も
大
き
く
な
り
ま
し
た
（
沖
縄
県
地
球

温
暖
化
対
策
実
行
計
画
進
捗
管
理
報
告
書

（
令
和
２
年
３
月
））。

 

運
輸
業
向
け
の

　
　
　 

　 〝
省
エ
ネ
対
策
〟

　
運
輸
部
門
の
省
エ
ネ
対
策
と
し
て
は
、
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
の
取
組
や
エ
コ
カ
ー
の
導
入
、

配
送
ル
ー
ト
の
効
率
化
に
よ
る
燃
料
の
削
減

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
省
エ
ネ
を
実
現
す

る
こ
と
は
コ
ス
ト
削
減
に
も
寄
与
し
ま
す
が
、

お
客
様
に
ス
ト
レ
ス
を
与
え
な
い
送
迎
サ
ー

ビ
ス
や
集
配
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
も

大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

①
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
す
す
め

　
運
輸
業
に
お
け
る
省
エ
ネ
対
策
の
基
本
と

し
て
、
営
業
車
な
ど
の
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
と
ア

イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

燃
料
消
費
を
少
な
く
す
る
に
は
、
走
行
特
性

に
応
じ
た
適
切
な
運
転
操
作
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
都
市
部
で
の
走
行
と
燃
料
消
費

割
合
を
比
較
す
る
と
、
発
進
が
38
％
、
巡
航

が
35
％
、減
速
が
８
％
、停
止
が
19
％
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
ふ
ん
わ
り
ア
ク
セ
ル
で

ス
タ
ー
ト
し
、
一
定
の
速
度
を
保
ち
、
早
め

に
ア
ク
セ
ル
を
放
し
、
慣
性
走
行
を
行
う
こ

と
で
、エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に
つ
な
が
り
ま
す
。ま

た
、
駐
停
車
で
は
確
実
に
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス

ト
ッ
プ
を
実
施
す
る
こ
と
で
燃
料
消
費
量
を

削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
タ
ク
シ
ー
業
界
の
事
例

　
タ
ク
シ
ー
業
界
で
は
、
省
エ
ネ
運
転
の
講

習
会
や
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
の
導
入
が
進

ん
で
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
ス
マ
ホ
を
利
用

し
た
ア
プ
リ
を
通
し
て
お
客
様
か
ら
一
番
近

い
空
車
を
効
率
よ
く
配
車
す
る
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

③
宅
配
業
界
の
事
例
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
一
方
、
宅
配
業
界
で
は
、
ネ
ッ
ト
通
販
の

利
用
者
数
増
加
な
ど
に
よ
り
、
再
配
達
な
ど

を
含
め
た
宅
配
便
の
取
扱
量
が
増
加
し
、
業

界
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
エ
リ
ア
ご

と
の
効
率
的
な
集
配
を
行
う
こ
と
で
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
削
減
の
み
な
ら
ず
、
車
両
台
数
の

抑
制
も
同
時
に
達
成
し
て
い
ま
す
。ま
た
、宅

配
物
の
コ
ン
ビ
ニ
受
取
り
な
ど
、
お
客
様
の

ニ
ー
ズ
に
あ
わ
せ
た
集
配
方
法
の
多
様
化
に

よ
る
、
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が
う
か
が
え
ま
す
。

④
県
内
運
輸
業
の
皆
様
へ

　
県
内
で
は
運
輸
部
門
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が

最
も
多
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
運
輸
業
を
営

む
事
業
者
の
皆
様
が
省
エ
ネ
に
取
組
む
こ
と

で
、
自
社
の
コ
ス
ト
削
減
及
び
省
エ
ネ
社
会

の
実
現
に
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
今
回
の
「
運
輸
業
編
」
で
は
、
運
送
業
を

行
っ
て
い
る「
沖
縄
ヤ
マ
ト
運
輸
株
式
会
社
」

の
省
エ
ネ
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

■■  

取
組
の
き
っ
か
け
・
背
景

取
組
の
き
っ
か
け
・
背
景

　
沖
縄
ヤ
マ
ト
運
輸
株
式
会
社
で
は
、
宅
急

便
な
ど
の
輸
送
事
業
を
通
じ
て
お
客
様
の
生

活
を
支
え
る
一
方
、
主
に
燃
料
と
し
て
大
量

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し
、
地
球
環
境
に
大

き
な
負
荷
を
か
け
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

「
環
境
保
護
宣
言
」
と
し
て
「
輸
送
の
エ
コ
」

を
掲
げ
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
運
転
に
努
め
、

地
域
社
会
か
ら
信
頼
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■■  

主
な
取
組

主
な
取
組

①
「
Ｎ
ｅ
ｃ
ｏ-

Ａ
ｓ
ｓ
ｉ
（
安
全
・
エ
コ

ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
）
の
導
入

　
２
０
２
０
年
３
月
か
ら
車
載
シ
ス
テ
ム

「
Ｎ
ｅ
ｃ
ｏ-

Ａ
ｓ
ｓ
ｉ
」
を
順
次
導
入
し
、５

月
末
に
は
ほ
ぼ
す
べ
て
の
車
両
（
約
４
２
０

台
）
に
設
置
が
完
了
予
定
で
す
。
本
シ
ス
テ

ム
の
第
一
ポ
イ
ン
ト
は
、
運
転
の
「
見
え
る

化
」
で
す
。
こ
れ
ま
で
ド
ラ
イ
バ
ー
の
経
験

と
勘
に
頼
り
実
施
し
て
い
た
セ
ー
ル
ス
ド
ラ

イ
バ
ー
の
運
転
を
デ
ー
タ
で
見
え
る
よ
う
に

す
る
こ
と
で
、一
人
ひ
と
り
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に

対
し
て
効
果
的
な
運
転
支
援
が
可
能
と
な
り
、

配
送
ル
ー
ト
の
効
率
化
に
よ
り
省
エ
ネ
を
実

現
し
て
い
ま
す
。

②
Ｐ
Ｕ
Ｄ
Ｏ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
オ
ー
プ
ン

型
宅
配
便
ロ
ッ
カ
ー
）
の
設
置

　
Ｐ
Ｕ
Ｄ
Ｏ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
県
内
で
は

ス
ー
パ
ー
や
大
学
の
38
か
所
に
設
置
さ
れ
、

24
時
間
都
合
の
良
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
宅
急
便

の
受
取
り
と
「
ヤ
フ
ネ
コ
！
パ
ッ
ク
、「
ら
く

ら
く
メ
ル
カ
リ
便
」
で
発
送
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
Ｐ
Ｕ
Ｄ
Ｏ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置

を
今
後
も
拡
大
し
、
お
客
様
に
ス
ト
レ
ス
を

与
え
な
い
集
荷
・
配
達
と
宅
配
便
の
課
題
で

あ
る
再
配
達
を

減
ら
し
、
省
エ

ネ
と
Ｃ
Ｏ
２
削

減
を
同
時
に

行
っ
て
い
ま
す
。

③
ク
ロ
ネ
コ
メ
ン
バ
ー
ズ
向
け
サ
ー
ビ
ス

　
個
人
会
員
サ
ー
ビ
ス
（
無
料
）
の
ク
ロ
ネ

コ
メ
ン
バ
ー
ズ
に
ご
登
録
い
た
だ
い
た
方
を

対
象
に
、「
お
届
け
予
定
ｅ
メ
ー
ル
」
や
「
ご

不
在
連
絡
ｅ
メ
ー
ル
」、さ
ら
に
は
「
ヤ
マ
ト

運
輸
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
」
で
お
荷

物
の
お
届
け
予
定
や
ご
不
在
時
の
お
届
け
を

ご
連
絡
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
そ

の
場
で
受
取
り
日
時
や
受
取
り
場
所
も
指
定

す
る
こ
と
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
あ
り
、

お
客
様
の
ご
都
合
に
合
わ
せ
た
集
荷
・
配
達

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■■  

改
善
結
果
と
今
後
の
取
組

改
善
結
果
と
今
後
の
取
組

　
県
内
の
セ
ー
ル
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
は
一
日
に

１
０
０
個
以
上
の
荷
物
を
配
達
し
て
い
ま
す

が
、今
年
導
入
す
る「
Ｎ
ｅ
ｃ
ｏ-

Ａ
ｓ
ｓ
ｉ
」

で
運
転
デ
ー
タ
を
見
え
る
化
し
、
省
エ
ネ
と

業
務
効
率
化
を
行
い
、「
地
域
社
会
へ
の
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
努
め
て
い
き
た
い
」
と
担
当

者
は
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

■■  

主
な
取
組

主
な
取
組

①
「
Ｎ
ｅ
ｋ
ｏ-

Ａ
ｓ
ｓ
ｉ
（
安
全
・
エ
コ

ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
）
の
導
入

　
２
０
２
０
年
３
月
か
ら
車
載
シ
ス
テ
ム

「
Ｎ
ｅ
ｋ
ｏ-

Ａ
ｓ
ｓ
ｉ
」
を
順
次
導
入
し
、５

月
末
に
は
ほ
ぼ
す
べ
て
の
車
両(

約
４
２
０

台)

に
設
置
が
完
了
し
ま
す
。「
Ｎ
ｅ
ｋ
ｏ-

Ａ

ｓ
ｓ
ｉ
」
の
第
一
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
運
転
の

「
見
え
る
化
」
で
す
。
こ
れ
ま
で
ド
ラ
イ
バ
ー

の
経
験
と
勘
に
頼
り
、
ア
ナ
ロ
グ
で
確
認
し

て
い
た
セ
ー
ル
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
の
運
転
を

デ
ー
タ
で
見
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、一
人

ひ
と
り
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て
効
果
的
な

運
転
支
援
が
可
能
と
な
り
、
配
送
ル
ー
ト
の

効
率
化
に
よ
り
省
エ
ネ
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

②
Ｐ
Ｕ
Ｄ
Ｏ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
オ
ー
プ
ン

型
宅
配
便
ロ
ッ
カ
ー
）
の
設
置

　
Ｐ
Ｕ
Ｄ
Ｏ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
県
内
で
は

ス
ー
パ
ー
や
大
学
の
38
か
所
に
設
置
さ
れ
、

24
時
間
都
合
の
良
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
宅
急
便

の
「
受
取
り
」「
送
る
」
を
便
利
に
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
沖
縄
ヤ
マ
ト
運
輸
で
は
、

Ｐ
Ｕ
Ｄ
Ｏ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
を
今
後
も

拡
大
し
、
荷
物
を
受
け
取
れ
る
環
境
を
整
備

す
る
こ
と
で
、
運
輸
業
の
課
題
で
あ
る
再
配

達
を
減
ら
し
、

省
エ
ネ
と
Ｃ

Ｏ
２
削
減
を

同
時
に
行
っ

て
い
ま
す
。

■■  
改
善
結
果
と
今
後
の
取
組

改
善
結
果
と
今
後
の
取
組

　
県
内
の
セ
ー
ル
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
は
一
日
に

約
１
０
０
個
配
達
し
て
お
り
、
今
年
導
入
し

た
「
Ｎ
ｅ
ｋ
ｏ-
Ａ
ｓ
ｓ
ｉ
」
で
運
転
デ
ー
タ

を
見
え
る
化
し
、
省
エ
ネ
と
業
務
効
率
化
を

行
い
、「
地
域
社
会
か
ら
信
頼
さ
れ
る
サ
ー
ビ

ス
の
継
続
に
努
め
て
い
き
た
い
」
と
担
当
者

は
述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

↑受取りの様子 

↑ＰＵＤＯステーション 

↓荷物の仕分けライン 

大型トラックで各支店
へ向けた横持の様子→

オフィス・
事 務 所

小 売 業 運 輸 業飲 食 業

製 造 業

～省エネで経営力アップ～
Vol.5 運輸業編

環境にやさしい安全運転！ 

         

配送業務の効率化で燃料費削減、CO₂削減 
ホ テ ル・
旅 館 業・
宿 泊 業

130cc 

例えば、2000cc車・ニュートラル・エアコンオフ 
の場合で10分間に130ccの燃料を消費します。Ｄレ
ンジ、エアコンオンでは、約２倍の250ccもの燃料
を消費します。

アイドリングの燃料消費量

ＮレンジでエアコンOFF

エンジン  時間  

2000cc 10分 ＤレンジでエアコンON
10分/1日        １年

10分/1日        １年 
47㍑ 

250cc 91㍑ 

  

エネルギー管理企画推進者の具志氏（右）
とベース長比嘉氏（中央）と記念撮影 

エコドライブと配送業務の効率化で「輸送のエコ」を実現

〒901-0306 
糸満市西崎町4-21-3 
TEL. 098-840-3580
＜主な省エネ対策＞
①安全・エコナビゲー

ションシステム
　「Neco-Assi」の導入
②オープン型
　宅配ロッカーの設置
③クロネコメンバーズ向

けサービス 

一
般
財
団
法
人
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
お
ト
ク
な
支
援
情
報

～次回予告～
省エネ最前線  Vol.6  飲食業編

○
無
料
の
省
エ
ネ
診
断

○
省
エ
ネ
の
お
悩
み
、

何
で
も
相
談

（
相
談
窓
口
）

○
省
エ
ネ
設
備
・

　機器
導
入
費
用

　補助
支
援

67
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令和元年11月
道路啓開訓練

令和元年12月
美ら島レスキュー2019

はじめに
　前号では、地震のしくみや地震が起きた場合の避難や家族との連絡
手段についてお話をさせていただきました。
　今回は、沖縄総合事務局で行っている防災業務の取り組みについて紹
介します。

1  防災イベント（防災啓発活動）
　沖縄総合事務局では、防災の備えについて親子で学ぶきっかけに
なるよう｢備えよう、親子で学ぶ防災展｣を開催しています。このイベ
ントでは、防災についてのパネル展、防災クイズ、備蓄食の試食、手
作り防災グッズ（新聞紙スリッパ）など、親子で楽しみながら参加で
きるブースを設置しています。多くの親子に参加してもらい防災につ
いて関心をもってもらいました。

2  防災訓練
　大規模災害が発生したときに備え、沖縄総合事務局では、さまざ
まな訓練を行っています。また沖縄県や、那覇市など関係機関と連
携した訓練も行っています。
　令和元年度においては、18訓練（沖縄総合事務局主催11訓練、
県などが主催７訓練に防災担当者が参加し、防災力向上に努めて
いるところです。

カレー、ハヤシライス、牛丼など
防災備蓄食を試食

令和元年8月1日　子ども見学デー　参加者:約250人

地震のときに割れたガラスなど
で足にケガをしないための、新聞
紙でできるスリッパ作り

防災パネルを見ながら親子で防
災クイズに挑戦

令和元年8月20日　親と子の防災･お天気教室　参加者:約250人

クイズに参加した子ども達に備
蓄用クラッカー缶を配布

防災の話
シリーズ3

〜 防災のとりくみ 〜〜 防災のとりくみ 〜

令和元年度  主な防災訓練

　沖縄本島南島沖地震3連動
などの大規模な地震･津波の
発生に備え、沖縄県、那覇市、
自衛隊、警察、消防など関係
機関の連携･協力の下に、道路啓開に必要な各種対応の手順を確
認し、必要な対応を習熟することを目的に訓練を行っています。
※道路啓開とは…大規模地震発災時などにおいて、緊急車両などの通行の
ため、道路を塞ぐがれきの処理や簡易な段差修繕などにより、救援ルート
を開けること。

　沖縄で発生した大規模地震
及び津波を想定したロールプレ
イング方式による図上訓練で、
県内自治体や防災関係機関と
の連携強化や災害対処能力の向上を図ることを目的に行っています。
　沖縄総合事務局では、所管施設が被災した場合を想定し、道路
班、空港班、港湾班、運輸班、石油ガス班などが関係機関と連携を
図り、情報収集･伝達や迅速な災害対応の習得に努めています。
※図上訓練(ロールプレイング方式)とは…災害時と同じような状況を設定
し、その中でコントローラー(進行管理者)からプレイヤー(訓練参加者)に対
し、災害時に起こる様々な「状況」を付与し、その状況への対応を速やか
に決定していく訓練。

時期 主催 訓練名 訓練概要
参加機関

沖縄総合 
事務局 関係機関　等

 ７月 ３日 開発建設部 
防災課

防災訓練 
（風水害）

初動体制構築、関係機関
への情報伝達、災害応急
復旧等
 
※実動訓練を伴う、
　情報伝達訓練

開建部 各課
開建部 各事務所 
 
総務部
経済産業部

国土地理院
沖縄支所
沖縄地方防災
エキスパート災害協
定を締結する協会（３
団体）

９月 １日
【沖縄県】 
【宮古島市】 
【多良間村】

沖縄県 
総合防災訓練 

（実動訓練）

県主催の震災に対する総
合的な防災訓練への参加

（初動措置訓練、各種の災
害対策活動訓練等）
 
※宮古島市において
　開催
※開建部
　ヘリテレ映像の配信

総務部
開発建設部

第11管区海上保安本
部、陸上自衛隊第15
旅団、沖縄気象台、沖
縄県各部、各市町村、
指定公共機関
指定地方公共機関、医
療機関、ライフライン
関係等、住民等

11月

13日【沖縄県】 
【担当市町村】

沖縄県石油
コンビナート
等防災訓練

石油コンビナート火災
や燃料流出等の災害を
想定した訓練を実施。
※開建部
　ヘリテレ映像の配信

総務部
経済産業部
開発建設部

第11管区海上保安本
部、陸上自衛隊第15
旅団
沖縄県各部、各市町
村、各消防機関、医療
機関、住民等

25日 開発建設部 
防災課

令和元年度
道路啓開訓練

大規模な地震・津波の発
生に備え、関係機関の連
携・協力の下、道路啓開
に必要な各種対応の手
順を確認し、必要な対応
を習熟することを目的
とする

開建部 各課
開建部 各事務
経済産業部
総務部

陸上自衛隊第15旅団、
県警、那覇市消防局、
浦添市消防本部、沖縄
県、沖 縄 市、那 覇 市、
名護市、沖縄県建設業
協 会、NEXCO、沖 縄
電力、NTT等

12月

17日 
18日

【沖縄県】 
【陸上自衛隊】

美ら島 
レスキュー

沖縄で発生した大規模
地震及び津波を想定し
た図上・実動訓練
 
※沖総局
   （総、経、運、開）
　図上訓練の実施
　（ロールプレイング方式）

総務部
経済産業部
運輸部
開発建設部

第11管区海上保安本
部、海上及び航空自衛
隊、沖縄気象台、沖縄
県各部、各市町村、指
定公共機関、指定地方
公共機関、医療機関、
ライフライン関係等

24日 開発建設部 
防災課

TEC-FORCE
研修

TEC-FORCE概論、被災状
況調査手法 （講義・演習） 開発建設部 －

２月 26日
総務部 
防災・危機管
理課

防災訓練 
（非常参集・
安否確認）

初動体制の構築、災害時
の安否報告方法の確認・
修得

局全体 －

※ ：局主催訓練（全体参加）　 ：開発建設部内訓練　 ：他機関主催訓練

8
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3  防災会議　
　東日本大震災を契機に、沖縄総合事務局では「沖縄防災連絡会
（平成24年11月設置、35機関より構成）」（以下、「防災連絡会」とい
う。）において、テーマごとの各部会（道路啓開等検討部会、電力部
会、水部会等）を設置し大規模災害発生時の各種検討を行っていま
す。また平成29年7月に「沖縄の持続的な発展を支える防災対応推
進会議」（以下、「推進会議」と言う。）を設置し、特に大規模地震・
津波災害発生時の初期段階における防災対応に関する課題に関し
て、経済界、学識者、市長会代表、観光関係者などの有識者からのご
意見を頂いています。
　令和元年9月11日に第1回推進会議を開催しました。推進会議で
は、平成30年度の中間取りまとめの報告、八重山諸島南方沖地震（3連動）が発生したことを想定した災害シミュレーション
を行い、空港、港、道路、水道、電気などの社会インフラの被害想定や課題について議論を行いました。
　これを受け、防災連絡会（令和2年2月13日開催）で検討を行い、その結果について次回の推進会議で報告することとし
ています。

令和元年9月
沖縄の持続的な発展を支える防災対応推進会議

ト ッ スピ ク ご自宅は安全ですか？
阪神・淡路大震災では建物の中でけがをした人の約半数（46%）は家具の転倒、落下が原因だったという調査
結果があります。事前に対策をすることで被害を防ぐことができます。自分や家族の命、安全を守るため、家具
や家電製品の固定をしましょう。

❶ 自宅の家具の配置などを確認し、
　  危険度をチェック！□✓

□避難の妨げとなる出入口付近や廊
下、階段などに家具を置いていない
か。
□寝室や幼児・高齢者がいる部屋に多
くの家具を置いていないか。
□地震時の出火を防ぐため、火気の周
辺に家具を置いていないか。
□家具の上にガラス製品等落下すると
危険なものを置いていないか。

❷ 家具を固定する方法は？

家具の転倒防止に効果が高いのが、壁
と家具をＬ字金具とネジで固定する方
法ですが、工具を使用したり、壁の下地
がしっかりした場所に固定しなければ
ならないなど、専門知識が必要になる
場合があります。
また、賃貸住宅などでは、壁に穴を空
けられない場合もあります。
このような場合でも、伸縮棒（突っ張り
棒）やストッパー、粘着マットなどを使
用し、簡単に家具の固定ができる方法
を紹介します。ホームセンターや百円
ショップで購入できるので、あまりお金
をかけずに簡単に家具の転倒防止対策
ができます。

伸縮棒（突っ張り棒）
家具と天井の隙間に設置します。ネジ止め
する必要がないため、賃貸住宅でも使用で
きます。粘着マットやストッパーと組合わせ
るとより効果的です。取り付け位置は、家
具の奥（壁側）に設置すると転倒防止効果
が高くなります。

家具を後ろに傾けて前に倒れにくくします。
簡単に設置できますが、ストッパーだけで
は効果が薄いため、伸縮棒などと合わせて
使うと効果的です。

粘着性のゲル状で、家具の底面と床面を接
着させます。比較的軽い小さな家具や、電
化製品の転倒対策に有効です。水で洗うこ
とで、粘着力が戻り繰り返し使用できます。

キャスターの下に置き、家具の移動を防止
します。

ストッパー

粘着マット

キャスター下皿

9
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内
閣
府
は
、沖
縄
が
持
つ
魅
力
を
本
土

企
業
に
理
解
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、沖
縄

へ
の
進
出
や
本
土
企
業
と
在
沖
企
業
の
事

業
連
携
な
ど
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、令
和
元
年
度
「
沖
縄
力
発
見
創
造
事

業
」
企
業
進
出・事
業
連
携
促
進
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
令
和
2
年
3
月
31
日
、東
村
か
ら
多
目

的
運
動
公
園
敷
地
と
し
て
利
用
要
望
の
あっ

た
国
有
地（
約
二
万
六
千
平
方
メ
ー
ト
ル
）

に
つ
い
て
、東
村
と
売
買
契
約
を
締
結
し
ま

し
た
。

　
東
村
多
目
的
運
動
公
園
の
整
備・機
能

強
化
は
、第
5
次
東
村
総
合
計
画
の
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の一つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
国
有
地
の
活
用
に
よ
り
、県
内

外
の
観
光
客
も
利
用
可
能
な
施
設
整
備
が

な
さ
れ
、ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
、合
宿
な
ど
の

拠
点
と
し
て
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
る
と

と
も
に
、令
和
2
年
度
の「
奄
美・琉
球
世

界
自
然
遺
産
」の
登
録
と
連
動
し
た
「
観

光
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
」と
の
相
乗
効
果
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
財
務
部
は
、引
き
続
き
地
域
の
要
望
把

握
に
努
め
、国
有
財
産
の
有
効
活
用
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

財
務
部
統
括
国
有
財
産
管
理
官

☎
０
９
８-

８
６
６-

０
０
９
７

令和元年度「沖縄力発見創造事業」
企業進出・事業連携プログラム　概要

日 程  2月19日～2月21日
対 象 企 業  沖縄の有する資源やバイオ分野の研究を活用したい企業

など（医療・創薬・健康・食品・化粧品・環境・エネルギー等）
（計16社）

主な視察先  琉球大学（西原町）、沖縄ライフサイエンス研究センター
（うるま市）、沖縄健康バイオテクノロジー研究開発センター
（うるま市）、沖縄科学技術大学院大学（OIST）（恩納村）
など

※大学や研究機関などの視察、在沖企業や業界団体とのワーキング
ディナー、個別相談などを実施し、活発な情報交換が行われました。

●補助金制度が豊富で、新規事業化へのハードルが低いことを知った。（化粧品
関連）

●未利用資源が豊富で、新たな健康食品等の開発の可能性を感じた。（食品・
化粧品関連）

●地の利や最先端の研究機関等、想像以上の魅力があった。（医療関連）

令
和
元
年
度「
沖
縄
力
発
見
創
造
事
業
」

～
企
業
の
沖
縄
進
出
・
事
業
連
携
の

促
進
を
目
指
し
て（
バ
イ
オ
関
連
分
野
）～

地
域
活
性
化
に
資
す
る
国
有
地
の
活
用

沖縄科学技術大学院大学（OIST）沖縄ライフサイエンス研究センター

仕
事
の

仕
事
の窓

総務部 1

仕
事
の

仕
事
の窓

財務部 2

参加者の声
（バイオ関連）

観光ビジターセンター

多目的芝広場

陸上競技場

（多目的運動公園・完成イメージ図）  出典：東村（多目的運動公園・完成イメージ図）  出典：東村
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わ
れ
、将
来
世
代
に
負
担
を
先
送
り
し
て
い
る

こ
と
、大
学
を
卒
業
す
る
と
社
会
を
支
え
る
側

の
役
割
が
増
し
て
く
る
こ
と
な
ど
を
説
明
し
ま

し
た
。

　
財
政
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
日
本
の

財
政
状
況
を
よ
り
詳
し
く
理
解
で
き
て
税
な
ど

の
大
切
さ
を
感
じ
ら
れ
た
。」、「
皆
で
考
え
る

必
要
が
あ
る
深
刻
な
問
題
だ
と
思
っ
た
。」と
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
税
の
講
話
に
お
い
て
は
、税
金
の
集
め
方
、税

の
分
類
な
ど
税
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
の
説

明
に
加
え
、国
税
査
察
官
の
動
画
を
流
す
な
ど

し
て
、税
務
署
の
主
な
仕
事
内
容
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、演
習
と
し
て
、生

徒
達
に
自
身
の
ス
マ
ホ
で
実
際
に
所
得
税
の
申

告
書
を
作
成
し
て
も
ら
う
事
で
、確
定
申
告
の

重
要
性
に
加
え
、電
子
申
告
の
便
利
さ
も
体
験

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
学
生
か
ら
は
、「
ス
マ
ホ

で
の
確
定
申
告
を
実
際
に
体
験
し
想
像
以
上
に

わ
か
り
や
す
か
っ
た
。」「
便
利
だ
っ
た
の
で
祖
母

に
勧
め
た
い
。」と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　
当
部
は
、今
後
も
、沖
縄
国
税
事
務
所
と
の

連
携
な
ど
も
図
り
な
が
ら
、関
係
先
と
調
整
し

つ
つ
、財
政
広
報
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
講

師
派
遣
の
ご
希
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、財
務

課
広
報
担
当
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

財
務
部
財
務
課
広
報
担
当

☎
0
9
8-

8
6
6-

0
0
9
1

　
財
政
の
講
話
に
お
い
て
は
、財
政
学
を
勉
強

し
て
い
る
学
生
に
合
わ
せ
て
、日
本
経
済
の
年

表
を
基
に
財
政
の
変
遷
に
つ
い
て
解
説
し
た
後
、

財
政
悪
化
の
主
な
要
因
を
説
明
し
ま
し
た
。
具

体
的
に
は
、赤
字
公
債
を
脱
却
し
た
平
成
2
年

度
予
算
と
現
在
の
予
算
を
比
較
し
、少
子
高

齢
化
に
伴
い
、給
付
費
が
大
幅
に
増
加
し
て
い

る
も
の
の
、こ
れ
を
賄
う
財
源
を
確
保
で
き
て

い
な
い
た
め
、給
付
と
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
が
損
な

熱心に講話を聴く大学生

仕
事
の

仕
事
の窓

　2月20日、財務部は、沖縄国税事務所と連携し、琉球大学生（約80名）に
対して、「日本の財政の現状と課題」＆「くらしを支える税」をテーマにした
講話を行いました。

財政と税の講話（in琉球大学）
～沖縄総合事務局（財務部）と

沖縄国税事務所とのコラボ企画～

財務部 3

99.4
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（101.5）

566.1
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大学生の前で熱弁する財務部講師
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仕
事
の

仕
事
の窓
　
授
業
前
半
は
、財
務
部
に
お
い
て
、「（
自

分
の
将
来
の
た
め
に
）財
政
に
つ
い
て
考
え

る
」と
題
し
て
、身
近
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
や

公
共
施
設
を
紹
介
し
、そ
れ
を
支
え
る
た

め
の
会
費
と
し
て
、保
険
料
や
税
金
が
必

要
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、ク
イ
ズ
や
寸
劇

な
ど
を
交
え
な
が
ら
説
明
し
ま
し
た
。

　
授
業
後
半
は
、生
徒
達
に
お
い
て
、タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
て
、仮
想
の「
日
本

村
」の
予
算
編
成・グ
ル
ー
プ
発
表
を
行
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
生
徒
達
は
、社
会
保
障

費
な
ど
の
歳
出
、消
費
税
な
ど
の
歳
入
の

バ
ラ
ン
ス
を
ど
う
取
る
の
か
に
つ
い
て
大
人

顔
負
け
の
活
発
な
議
論
を
交
わ
し
、そ
の

後
、グ
ル
ー
プ
で
と
り
ま
と
め
た
結
論
に
つ

い
て
、増
減
の
理
由
を
説
明
し
な
が
ら
、皆

の
前
で
発
表
し
ま
し
た
。

　
生
徒
達
か
ら
は
、「
財
政
を
考
え
る
こ
と

で
自
分
の
将
来
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と

を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。」「
い
ろ
い
ろ
な
人

に
財
政
に
つ
い
て
勉
強
を
し
て
も
ら
っ
て
、

日
本
の
予
算
に
つ
い
て
話
し
合
う
よ
う
に
す

れ
ば
良
い
と
思
う
。」な
ど
の
感
想
が
あ
り

ま
し
た
。

　
財
務
部
は
、子
ど
も
達
や
学
生
、子
育

て
世
代
の
方
々
に
、財
政
や
金
融
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、こ
れ
か
ら

も
広
報
活
動
を
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

財
務
部
財
務
課
広
報
担
当

　
☎
0
9
8-

8
6
6-

0
0
9
1

　2月26日、天久小学校の6年生[5クラス（141名）]を対象に、2回に分けて
「財政教育プログラム」（財政教育授業）を開催しました。

小学生が日本の予算を考える！
～天久小学校を訪問して～

財務部

熱のこもった説明

与えられた役割を熱演

討論の成果を発表 活発に議論

4
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仕
事
の

仕
事
の窓

　
第
１
部
で
は
、N.G

RO
W
TH

株
式
会
社

代
表
取
締
役
の
桑
原
ナ
ミ
氏
か
ら
、「
消
費
者

に
伝
わ
る
農
産
物
の
販
売
戦
略
～
農
業
経
営
に

女
性
の
視
点
を
！
～
」と
題
し
て
、講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。
消
費
行
動
を
起
こ
す
の
は
女
性

で
あ
り
、女
性
の
視
点
が
こ
れ
か
ら
の
農
産
物

販
売
の
要
と
な
る
こ
と
、６
次
産
業
化
で
は
、

商
品
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
や
販
売
場
所・用
途・量・

金
額
の
バ
ラ
ン
ス

が
大
切
で
あ
る

こ
と
な
ど
を
お

話
し
い
た
だ
き
、

「
参
加
者
の
皆

さ
ま
が
生
み
出

す
素
敵
な
農
産

物
に
、こ
れ
か
ら

付
加
価
値
を
つ

け
て
、さ
ら
に
多

く
の
消
費
者
へ

届
け
て
く
だ
さ

い
！
」と
力
強
い

エ
ー
ル
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
第
２
部
で
は
、石
垣
市
で
繁
殖
牛
経
営
を
行

う
眞
榮
城
美
保
子
氏
か
ら
、「
つ
な
が
る
広
が

る
楽
し
む
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
」
と
題
し
て
、

自
ら
の
活
動
を
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
阪

府
出
身
の
眞
榮
城
さ
ん
か
ら
は
、同
世
代
の
女

性
と
の
交
流
を
目
的
と
し
て
平
成
26
年
に
石

垣
島
で「
牛
ガ
ー
ル
」を
結
成
し
た
こ
と
、県
の

事
業
を
活
用
し
た
先
進
地
視
察
、他
県
女
性

グ
ル
ー
プ
と
の
交
流
会
及
び
飼
養
管
理
の
講
習

会
な
ど
に
参
加

し
て
女
性
農
業

者
と
の
交
流
を

深
め
た
こ
と
な

ど
を
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
作
り
は
、

「
緩
い
ス
テ
ッ
プ

で
行
う
こ
と
、世

代
間
の
隔
絶
を

な
く
す
こ
と
、組

織
外
に
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
確
保
す

る
こ
と
」な
ど
が

大
切
で
あ
る
と

の
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
次
の
ス
テ
ッ
プ
と

し
て
、活
動
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
や
沖
縄
地
域

の
女
性
農
業
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
向

け
た
熱
い
想
い
を
伝
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
続
い
て
、「
女
性
が
活
躍
で
き
る
農
業
の
未

来
」
を
テ
ー
マ
に
、ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
行
い
ま

し
た
。
参
加
者
が
持
参
し
た
農
産
物
や
加
工

品
を
試
食
し
つ
つ
、リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
の

中
で
、参
加
者
か
ら
は
、「
地
産
地
消
が
進
む
よ

う
に
、新
し
い
食
べ
方
や
売
り
方
を
工
夫
し
た

い
」、「
沖
縄
ら
し
い
特
産
品
を
広
げ
る
発
信
力

が
必
要
」、「
農
業
未
経
験
の
女
性
で
も
支
援

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
助
け
船
を
出
し
て
欲
し

い
」
と
い
っ
た
様
々
な
意
見・要
望
が
出
さ
れ
、

子
ど
も
連
れ
の
方
も
含
め
た
交
流
会
は
と
て
も

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、会
場
で
は
、

農
業
女
子
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
※
につ
い
て
、パ
ネ

ル
や
成
果
品
な
ど
を

展
示
し
て
取
組
の
紹

介
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
交
流
会
が
、沖
縄
地
域
の
女
性
農
業
者

の
更
な
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
つ
な
が
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
農
林
水
産
部
で
は
、今
後
も
女
性
農
業
者
の

活
躍
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

農
林
水
産
部
経
営
課

☎
0
9
8-

8
6
6-

1
6
2
8

　女性農業者が自身の活動の中で抱える課題や女性固有の思いを共有し、
ネットワークを広げることを目的として、2月5日（水）に、「沖縄地域女性農
業者交流会」を開催し、県内の女性農業者34名に御参加いただきました。

女性農業者の
ネットワークの広がりに向けて

～交流会を開催しました～

農林水産部

講演の様子

活動紹介の様子

ワークショップの様子

集合写真

講師の
桑原ナミ氏

畜産農家の
眞榮城美保子氏

※
農
業
女
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　女
性
農
業
者
の
知
恵
を

様
々
な
企
業
の
技
術
・
ア
イ

デ
ア
な
ど
と
結
び
つ
け
、新

た
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
創

造
し
、社
会
に
広
く
発
信
す

る
こ
と
を
通
じ
、社
会
全
体
で
の
女
性
農
業
者

の
存
在
感
を
高
め
、女
性
農
業
者
自
ら
の
意
識

改
革
・
経
営
力
の
発
展
を
図
る
取
組
で
す
。

5
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県
内
で
活
躍
さ

れ
る
方
々
の

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
第一部
で
は
、

ミ
テ
モ
株
式
会

社
代
表
取
締

役
の
澤
田
氏
よ
り「
デ
ザ
イ
ン
と
経
営
」と

題
し
て
、基
調
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

澤
田
氏
か
ら
は「
デ
ザ
イ
ン
の
役

割
や
有
用
性
、県
内
外
の
事
例
紹

介
、沖
縄
な
ら
で
は
の
デ
ザ
イ
ン
、

な
か
ま
づ
く
り
、プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
づ
く
り
」な
ど
、ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
沖
縄
経
済
圏
の
創
出
に
よ
る
地

域
の
活
性
化
に
つ
い
て
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。

　
第
二
部
で
は
、ミ
テ
モ
株
式
会

社 

代
表
取
締
役 

澤
田
氏
の
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
も
と
、県
内
に

お
い
て
デ
ザ
イ
ン
に
関
わ
ら
れ
て
い

る
、琉
球
銀
行 

メ
デ
ィ
ア
戦
略
室

長 

伊
禮 

真
氏
、
株
式
会
社

D
O

KU
TO

KU
460

代
表/

ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
　
城
間 

英

樹
氏
、沖
縄
県
立
芸
術
大
学 

デ

ザ
イ
ン
専
攻 

准
教
授 

高
田 

浩

樹
氏
に
ご
登
壇
い
た
だ
き
、「
デ
ザ

イ
ン
を
活
か
す
」
を
テ
ー
マ
と
し

て
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、

仕
事
の

仕
事
の窓

デ
ザ
イ
ン
経
営

　
平
成
30
年
に
経
済
産
業
省
及
び
特
許

庁
よ
り
「
産
業
競
争
力
と
デ
ザ
イ
ン
を
考

え
る
研
究
会
」で
の
議
論
を
踏
ま
え
た「
デ

ザ
イ
ン
経
営
」宣
言
が
公
表
さ
れ
、デ
ザ
イ

ン
を
経
営
資
源
と
し
て
活
用
し
、企
業
の

魅
力
や
価
値
の
創
造
、企
業
競
争
力
の
向

上
を
実
現
す
る
手
法
「
デ
ザ
イ
ン
経
営
」

が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

デ
ザ
イ
ン
の
必
要
性

　
デ
ザ
イ
ン
と
は
、個
々
の
製
品
の
表
層
的

な
装
飾
や
外
見
を
好
感
度
の
高
い
も
の
に

す
る
だ
け
で
は
な
く
、企
業
が
大
切
に
し
て

い
る
価
値
、そ
れ
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
想

い
を
表
現
す
る
営
み
で
す
。
そ
の
想
い
が
、

一貫
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
伝
わ
る
こ
と

に
よ
り
、他
社
で
は
代
替
で
き
な
い
ブ
ラ
ン

ド
価
値
が
生
ま
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、人
々
が

気
づ
か
な
い
ニ
ー
ズ
を
掘
り
起
こ
し
、事
業

化・イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
す
る
営
み
で

も
あ
り
ま
す
。

　
沖
縄
に
お
い
て
は
、主
力
産
業
た
る
観

光
産
業
の
成
長
や
海
外
展
開
の
取
組
な

ど
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
市
場
を
見
据
え
た
商

品
開
発
や
地
域
課
題
の
解
決
に
取
り
組

む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、デ
ザ
イ
ン
を

企
業
価
値
向
上
の
た
め
の
重
要
な
経
営

資
源
と
す
る
こ
と
の
効
果
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

デ
ザ
イ
ン
経
営
の
す
ゝ
め

　
沖
縄
総
合
事
務
局
経
済
産
業
部
で
は
、

デ
ザ
イ
ン
経
営
の
普
及
に
よ
る
県
内
事
業

者
の
競
争
力
強
化
、生
産
性
の
向
上
及
び

地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
的
と
し
た「
デ

ザ
イ
ン
経
営
の
す
ゝ
め
」セ
ミ
ナ
ー
を
2
月

18
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

事
業
者
、デ
ザ
イ
ナ
ー
、支
援
機
関
、学
生

な
ど
、定
員
70
名
を
超
え
る
方
々
が
参
加

し
、デ
ザ
イ
ン
と
経
営
に
つ
い
て
の
講
演
と

経済産業部 6 デザイン経営のすゝめ
～デザインで変革するこれからの経営～

基調講演「デザインと経営」
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「
行
員
のマ
イ
ン
ド
セッ
ト
、デ
ザ
イ
ン
に
よ
る

業
務
効
率
化・生
産
性
向
上
」、「
稼
ぐ
デ
ザ

イ
ン
、地
域
に
愛
さ
れ
る
デ
ザ
イ
ン
、次
世
代

への
ア
ド
バ
イ
ス
」、「
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
輩
出
す

る
組
織
と
し
て
の
役
割
、企
業
の
想
い
を
ど

う
表
現
す
る
か
」な
ど
、各
々
の
立
場
か
ら

デ
ザ
イ
ン
につい
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
局
で
は
、

デ
ザ
イ
ン
に
よ

る
県
内
事
業
者

の
競
争
力
強

化
、生
産
性
の

向
上
及
び
地
域

経
済
の
活
性
化

を
図
る
た
め
、

行
政
、民
間
事
業
者
、デ
ザ
イ
ナ
ー
な
ど
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
ま
い
り
ま
す
。

経
済
産
業
部
商
務
通
商
課

☎
0
9
8-

8
6
6-

1
7
3
1

トークセッション
「デザインを活かす」

トークセッションの様子

●
デ
ザ
イ
ナ
ー
は
斬
新
な
ア
イ
デ
ィ
ア

だ
け
で
な
く
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
力
や

企
画
力
な
ど
の
技
術
も
必
要
だ
と

思
っ
た
。

●
企
業
の
理
念
を
い
か
に
伝
え
る
か
も

デ
ザ
イ
ン
の
一
環
で
あ
る
。

●
事
業
者
の
伝
え
た
い
価
値
が
ユ
ー

ザ
ー
が
感
じ
る
価
値
と
異
な
る
こ
と

を
日
頃
か
ら
感
じ
て
い
ま
し
た
。
考

え
が
逆
で
あ
っ
た
と
気
づ
か
さ
れ
ま

し
た
。

●
い
い
も
の
と
は
?
い
い
も
の
を
作
っ

て
も
売
れ
な
い
と
意
味
が
無
い
、顧

客
視
点
に
よ
る
経
営
の
重
要
性
を
感

じ
た
。

●
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
は
普
段
か
ら
学

ぶ
機
会
が
あ
り
ま
す
が
、デ
ザ
イ
ナ
ー

と
し
て
人
と
繋
が
る
方
法
を
知
る
機

会
が
な
か
っ
た
。

●
デ
ザ
イ
ン
経
営
を
実
践
す
る
こ
と
の

で
き
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
育
成
が
大
切
。

参
加
者
の
声

の
経
営
に
取
り
組
ん

で
い
る
実
績
を
交
え

て
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、県
内
の
取
組
事
例
と
し
て
、「
社
会
福

祉
法
人
み
や
こ
福
祉
会
」理
事
長・伊
志
嶺
博
司

氏
か
ら
、農
福
連
携
に
よ
る
障
害
者
の
安
定
的
な

就
労
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
野
菜
生
産
や
レ
ス

ト
ラ
ン
開
設
の
状
況
な
ど
を
説
明
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、一般
社
団
法
人
日
本
基
金
か
ら
、障

害
者
が
生
産
行
程
に
携
わっ
た
食
品
の
表
示
規

格
で
あ
る「
ノ
ウ
フ
ク
Ｊ
Ａ
Ｓ
」に
つ
い
て
、農
林

水
産
省
担
当
者
か
ら
農
福
連
携
に
対
す
る
支
援

制
度
な
ど
につい
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、障
害
者
の
就
労
支
援
に
携
わ
る
事
業

者
や
農
業
者
、関
係
機
関
な
ど
か
ら
約
60
名
の

参
加
が
あ
り
、参
加
者
か
ら
は
、「
今
後
の
事
業

所
の
取
組
の
ひ
と
つ
と
し
て
農
福
連
携
を
検
討
し

た
い
。」、「
次
回
の
セ
ミ
ナ
ー
に
も
是
非
参
加
し
た

い
。」な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

農
林
水
産
部
農
村
振
興
課

農
村
活
性
化
推
進
室

☎
0
9
8-

8
6
6-

1
6
5
2

　
2
月
19
日（
水
）に
、那
覇
第
２
地
方
合
同
庁

舎
１
号
館
大
会
議
室
に
お
い
て
、「
農
福
連
携
推

進
ブロック
セ
ミ
ナ
ー〈
沖
縄
〉」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
農
福
連
携
は
、障
害
者
の
方
々
の
農
業
分
野
で

の
活
躍
を
通
じ
て
、自
身
の
生
き
が
い
を
創
出
し

て
社
会
参
画
を
促
す
と
同
時
に
、農
業
分
野
に
とっ

て
も
、労
働
力
の
確
保
や
荒
廃
農
地
の
解
消
と
いっ

た
課
題
解
決
に
資
す
る
も
の
で
す
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
は
、農
林
水
産
業
の
活
性
化
に
関

す
る
重
要
な
取
組
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る

農
福
連
携
の
推
進
を
目
的
と
し
て
、農
林
水
産
省

及
び
沖
縄
総
合
事
務
局
が
共
催
し
た
も
の
で
す
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、社
会
福
祉
法
人
京
都
聴
覚

言
語
障
害
者
福
祉
協
会
山
城
就
労
支
援
事
業
所

「
さ
ん
さ
ん
山
城
」

新
免
修
氏
、藤
永

実
氏
を
お
招
き
し
、

「
多
様
な
農
福
連
携

の
形 

～
京
都
か
ら

の
実
践
報
告
～
」と

い
う
テ
ー
マ
で
、農

福
連
携
の
多
様
性

や
可
能
性
につい
て
、

実
際
に
農
業
、加
工

品
製
造
及
び
カ
フェ

基調講演の様子

農
福
連
携
推
進
ブ
ロ
ッ
ク

セ
ミ
ナ
ー〈
沖
縄
〉を
開
催

し
ま
し
た

仕
事
の

仕
事
の窓

農林水産部7

取組事例発表の様子
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仕
事
の

仕
事
の窓
　
タ
カ
タ
製
エ
ア
バッ
グ
に
つ
い
て
は
、異
常

破
裂
し
、金
属
片
が
飛
散
す
る
不
具
合
が

発
生
し
て
い
る
た
め
、平
成
21
年
以
降
、総

台
数
２
１
０
６
万
台（
令
和
元
年
11
月
末

時
点
）の
リ
コ
ー
ル
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
加
え
て
、こ
れ
ら
の
リ
コ
ー
ル
対
象
車
の

う
ち
、特
に
異
常
破
裂
す
る
危
険
性
の
高

い
車
両
で
あ
って
未
改
修
の
も
の
を
対
象
に

平
成
30
年
5
月
1
日
よ
り
、車
検
で
通
さ

な
い
措
置
を
講
じ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
対
象
は
、①
エ
ア
バッ
グ
の
製
造
管

理
が
不
適
切
で
あっ
た
も
の
又
は
②
国
内
で

異
常
破
裂
し
た
エ
ア
バッ
グ
と
同
じ
タ
イ
プ

で
あって
生
産
か
ら
9
年
以
上
経
過
し
た
も

の
を
搭
載
し
た
車
両
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
般
、当
該
措
置
の
開
始
か
ら
時
間
の

経
過
と
と
も
に
、国
内
で
異
常
破
裂
し
た

エ
ア
バッ
グ
と
同
じ
タ
イ
プ
を
搭
載
し
た
車

両
に
つ
い
て
、新
た
に
生
産
か
ら
9
年
以
上

経
過
し
た
も
の
が
あ
る
こ
と
等
か
ら
、こ
れ

ら
を
、順
次
、車
検
で
通
さ
な
い
措
置
の
対

象
と
致
し
ま
す
。

　
措
置
の
概
要
に
つ
い
て
は
、施
行
日
ま
で

に
ユ
ー
ザ
ー
に
対
し
て
改
修
の
必
要
性
に
つ

い
て
周
知
し
て
い
る
、平
成
30
年
4
月
以

前
に
リ
コ
ー
ル
届
出
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ

て
、次
の
未
改
修
車
を
対
象
範
囲
と
し
て
、

令
和
2
年
5
月
1
日
よ
り
車
検
を
通
さ
な

い
こ
と
と
し
ま
す
。

①
エ
ア
バ
ッ
グ
の
製
造
管
理
が
不
適
切
で

あ
っ
た
も
の

②
国
内
で
異
常
破
裂
し
た
エ
ア
バ
ッ
グ
と

同
じ
タ
イ
プ
を
搭
載
し
、平
成
25
年
4

月
1
日
よ
り
前
に
製
作
さ
れ
た
自
動
車

（=

生
産
か
ら
9
年
以
上
経
過
し
た
エ

ア
バ
ッ
グ
を
搭
載
し
た
自
動
車
）
　　

　
以
降
、上
記
と
同
様
の
考
え
方
で
未
改

修
車
両
を
自
動
的
に
車
検
停
止
の
対
象
と

し
ま
す
。

　
な
お
、現
時
点
で
対
象
と
し
な
い
未
改

修
車
両
に
つ
い
て
も
、不
具
合
事
例
を
収

集
し
、危
険
性
が
高
い
と
判
断
し
た
場
合

に
は
対
象
に
追
加
し
ま
す
。

運
輸
部
車
両
安
全
課

☎
0
9
8-

8
6
6-

1
8
3
7

運輸部 8

タカタ製エアバッグのリコール
未改修車は車検で通りません

～タカタ製エアバッグのリコール改修を促進するため、
未改修車両を車検で通さない措置の対象車両を
令和２年５月１日より順次拡大します！～
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仕
事
の

仕
事
の窓

　自動車整備制度は、これまでのエンジンやブレーキなどを取り外して行う「分解整備」から、
その範囲を電子制御装置の作動に影響を及ぼす整備又は改造等に拡大して、自動運転を行う
自動車に搭載される「自動運転装置」を追加し、その名称を「特定整備」に改め、新たな制度と
して令和2年4月からスタートしました！

　新制度は、従来からの分解整備に加え、自動ブレーキなどに使用される前方を監視するカメラやレーダーなどの調整や自動運行装置の
整備について、「電子制御装置整備」と位置づけ、その整備に必要な事業場（電子制御装置点検整備作業場）や従業員、工具（整備用スキャ
ンツール等）などの要件を定めています。

　電子制御装置を扱う新たな認証の取得には、陸運事務所長が行う「電子制御装置整備の整備主任者等資格取得講習」を修了した
整備主任者が必要になります。（一級小型自動車整備士の有資格者は受講が免除されます。）

陸運事務所整備部門　　☎098-875-0300

運輸部 9

自動車特定整備制度について

1. 新制度の概要

2. 新制度の対象となる装置等

3． 新たな資格講習

新制度のフロー図

「分解整備」の対象外 不要

原動機
動力伝達装置
走行装置
操縦装置
制動装置
緩衝装置
連結装置
自動運行装置

灯火装置など

取り外しを伴わない、
作動に影響を及ぼす整備・改造取り外して行う整備・改造

従来の「分解整備」
⬇ 定義を拡大

（例）
カメラ、レーダーなどの調整

地方運輸局長など
の認証が必要

対象装置の追加

名称を「特定整備」
に変更

装置

拡大拡大

拡大拡大

複眼カメラ

（スバルHPより）

カメラ・ミリ波レーダー複合型

（レクサスHPより）

市販車に搭載されている、
前方をセンシングするため
のデバイスの例

⃝カメラ（単眼／複眼）
⃝ミリ波レーダー
⃝赤外線レーザー

詳しい内容は国土交通省ＨＰをご確認ください。
https://www.mlit.go.jp/jidosha/content/001332203.pdf
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全国相互利用が可能な10種類の交通系ICカードの利用サービス開始
　令和2年3月10日から、沖縄都市モノレール（ゆいレール）において、「Suica」をはじめとする全国相互利用が
可能な10種類の交通系ICカードが利用できるようになりました。従来は交通系ICカード「OKICA（オキカ）」の
み利用可能となっていましたが、外国人をはじめ、県外からの利用者が保有している交通系ICカードが利用できず、
券売機前の混雑が課題となっていました。今回のサービス開始により、ストレス無くスムーズに利用できる環境が
整備され、利便性の向上が図られました。沖縄総合事務局においては、今回のサービス導入にあたり、「観光
振興事業費補助金」により、設備の導入・改修にかかる費用の支援を実施しました。

石嶺駅からてだこ浦西駅の無料Wi-Fiサービス開始
　令和元年10月1日に延長開業した石嶺駅・経塚駅・浦添
前田駅・てだこ浦西駅の4駅について、無料Wi-Fiサービス
が令和2年3月26日から開始されました。既存の15駅（那覇
空港駅~首里駅）と車両においては、既にサービスが提供
されておりましたが、これにより全ての駅（車両）において無
料Wi-Fiが利用可能となりました。

今後ますます快適・便利に利用できるモノレールとなるよう、沖縄総合事務局としても支援して参ります。
運輸部陸上交通課　☎098-866-1836

運輸部

ゆいレールで全国10種類の
交通系ICカードが

使えるようになりました！
～石嶺駅からてだこ浦西駅では

無料Wi-F iサービスも開始～ 10
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内閣府だより
「基地跡地の未来に関する懇談会」　第一次取りまとめ

沖縄の知られざる魅力を発信するインターネットサイト
「OKINAWA41」コンテスト　受賞作品決定！

「第一次取りまとめ」（左）、 
懇談会の様子（右上）、 

懇談会委員による現況視察（右下）

　返還される米軍基地の跡地の利用は、今後の沖縄の振興において、極めて重要です。
　跡地の活用方法の検討に資するため発足した「基地跡地の未来に関する懇談会」が、これまでの議論
を「第一次取りまとめ」として４月10日に公表しました。今後返還される普天間飛行場を始めとした在
日米軍施設・区域の跡地利用計画を関係市町村等が検討する際、参考となることを期待しています。
　※「第一次取りまとめ」は、沖縄部局HP(https://www8.cao.go.jp/okinawa/7/7441.html)でご覧いただけます。

　沖縄の知られざる魅力を発信するインターネットサイト「OKINAWA41」で開催されたフォトコン
テストシーズン４及び「かりゆしウェア」テキスタイルデザインコンテスト2019の受賞作品を、衛藤
大臣が３月17日の記者会見で発表しました。
※受賞作品はこちら(https://www.okinawa41.go.jp/award_s4/)からご覧いただけます。
　「OKINAWA41」には、県民の皆様からの投稿写真を中心に5000枚を超える素敵な沖縄の写真が集
まっています。また、ルールに則りご自由にご利用いただけます。この機会にぜひご覧ください！　
(https://www.okinawa41.go.jp/all_contest/）

フォトコンテストシーズン４最優秀作品『夏のソーダ水』
（水田咲貴子さん作）（左）、
「かりゆしウェア」テキスタイルデザインコンテスト2019最優秀作品
『沖縄の魅力』（糸洲綾音さん作）（右）

２．沖縄先端実験都市 －シリコン・リーフ－
●次世代技術を実証するイノベーティブな街づくり
●コラボレーション・ラボ
●ワーケーション等の新たな働き方の実践
●デジタライゼーションの中核をなすＡＩ等人材発掘・育成拠点

●バイオバンクを活用した国内外をリードする創薬・
　健康産業の集積
●住めば健康になる日本一の「健康都市」の実現

跡地振興の中核となる施設・機能

１．沖縄長寿健康医療都市 －メディコン・ヒル－ ア．沖縄を象徴する景観
跡地の都市空間全体を包み込む施設・機能

●OKINAWAを満喫するシンボル的施設の創出
●歴史と自然による平和と癒しの場の形成

●アジアのゲートウェイ
●国際的な社会・生活環境の整備

イ．国際交流の拠点

ウ．職・住・遊近接未来居住空間
●職・住・遊近接の理想居住空間の実現
●居住者の行動を中心とした街のデザイン
●未来型高機能都市

基地跡地の未来の「核となる施設・機能」（オプション）
〈基地跡地の未来に関する懇談会 第一次取りまとめ〉

健康・医療
データバンク

沖縄先端実験都市沖縄長寿健康医療都市

沖縄を象徴する景観 職・住・遊近接
未来居住空間国際交流の拠点

19
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 那覇空港第２滑走路供用開始

レジ袋削減にご協力ください！
～2020年7月1日よりレジ袋有料化がスタートします～
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